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後期古墳時代の天皇陵の変遷 
（前方後円墳から八角墳へ） 

坂東久平    

１．大型前方後円墳の消長 

大型の前方後円墳（２００ｍ以上の古墳）は大王クラスの人だけに許されたもので、３世紀の箸

墓古墳に始まり、６世紀の五条野丸山古墳（考古学者は欽明天皇陵：宮内庁は梅山古墳を欽明天皇

陵に治定）を最後とし、これ以降は小型前方後円墳、円墳、方墳や八角墳へと変わり、８世紀の奈

良時代には円丘（聖武天皇陵など）になってしまいます。 

（７月研修会のお復習い） 

弥生時代（紀元前５世紀～紀元３世紀）（近畿では紀元前３世紀～紀元３世紀）に、ムラが発生

しそれが統合、巨大化して行きます。初期に方形周溝墓、方形台状墓、円形周溝墓が出現し、後期

には円形台状墓に変化します。 

円墳、方墳などが出現し、次第に大型化して、出雲では四隅突出型弥生

墳丘墓、吉備では楯築遺跡（たてつきいせき）：双方中円墳、宮山古墳が

出現します。ここで円筒埴輪の原型となる特殊壺、特殊器台が出現します。 

特殊器台、特殊壺は大和に伝わり纒向型前方後円墳にも見られます。 

（大和での特殊器台は３世紀末頃には姿を消し円筒埴輪に移ります）。

３世紀中頃に最初の大型前方後円墳：箸墓古墳（２７８ｍ）が誕生します。 

この時期には、円墳、帆立貝形前方後円墳なども造られますが、身分の

格差に応じて古墳の形や大きさ、埴輪の種類などが異なります。 

別紙の「古墳編年」（白石太一郎：２０１３年６月補訂）は、箸墓古墳

から五条野丸山古墳までの大型前方後円墳を年代別、地域別に整理して作

成されています。（大型前方後円墳：２００ｍ以上のもの） 

 

２．後期古墳時代の天皇陵（考古学と宮内庁を比較） 

 

＊ 歴代天皇（継体天皇から文武天皇まで） 

別紙にてお話しを進めます。 

：別紙参照 

 

＊ 森浩一リスト       ：左図参照 

森先生が天皇陵について纏められました。 

（最後の著書「天皇陵古墳への招待」より） 

 

分類記号の説明 

？：他を検討すべし 

□：付近に適当な古墳あり 

●：妥当の様であるが、決め手を欠く 

○：殆ど疑問が無い 
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３．梅鉢御陵 

磯長谷古墳群は宮内庁から治定されている天皇陵４基（敏達天皇陵・用明天皇陵・推古天皇陵・

孝徳天皇陵）と、聖徳太子廟など約３０基からなる古墳群です。 

天皇陵４基と聖徳太子廟の５つの古墳は、梅の花びらになぞらえて 

「梅鉢御陵」（うめばちごりょう）と総称されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．八角墳について 

段ノ塚古墳（舒明天皇陵）：８０ｘ１１０の前方後円形、４２ｍの八角墳 

押坂内陵、形は上円下方とされるが、実際は上八角下方墳と見られています。 

陵内に糠手姫皇女押坂墓（合葬）、領域内に鏡女王押坂墓があります。 

山田上ノ山古墳（孝徳天皇陵）：３０ｍの八角墳 

大阪磯長陵、 

牽牛子塚古墳（斉明天皇陵と推定）：２２ｍの八角墳 

越智崗上陵 

岩屋山古墳から改葬されたと推定 

岩屋山古墳：４５ｍの八角墳（円墳） 

（被葬者・斉明天皇は牽牛子塚古墳に改葬されたと推定） 

御廟野古墳（天智天皇陵）：７０ｍの八角墳 

山科陵、 

野口王墓（天武・持統陵）：５８ｍの八角墳 

檜隈大内陵、１８８０年に高山寺から阿不幾乃山陵記が発見され治定替えされました。 

束明神古墳（草壁皇子と推定）：５８ｍの八角墳 

真弓丘陵、岡宮天皇の諡 

中尾山古墳（文武天皇陵と推定）：２９ｍの八角墳 

檜隈安古岡上陵、火葬墓 

 

（参考） 東日本の八角墳（４基） 

東日本では稲荷塚古墳（38m）、伊勢塚古墳（27ｍ）、三津屋古墳（24ｍ）、の経塚古墳（12．5

ｍ）が確認されており、八角墳は全てが天皇陵ではないとされています。 

日本全国でおよそ１５万基造られた古墳の内、八角墳は１５例ほどしかありません。 





皇統譜（欽明天皇～文武天皇） 伊賀宅子娘

八角墳 弘文天皇

天智天皇

広姫 太田皇女

石姫 押坂大兄 舒明天皇 遠智姫 持統天皇

敏達天皇

欽明天皇 茅渟王 斉明天皇 額田女王

竹田皇子 十一皇女

孝徳天皇

推古天皇 大津皇子

太田皇女

用明天皇 聖徳太子 草壁皇子 文武天皇

堅塩姫

天武天皇

持統天皇





壬申の乱 余話 

「河内の馬飼集団と鸕野讃良皇女」・・・・日本書紀の点と線 

 

①馬文化の伝来 

・魏志倭人伝に「倭国に牛馬なし」 

・応神天皇１５年、百済王から良馬２頭が送られる。馬を引いてきた阿直伎に軽の坂上で養わ

す。（最古の記録） 

 

②乗馬風習は５世紀に急に広がる・・・・古墳時代中期から馬具の副葬品が急増する 

・履中天皇５年の条、淡路島の狩りくだりで、馬飼いに刺青することをやめる。 

・雄略２年の条、吉野での狩りのくだりで、大津馬飼を斬ったという記述（難波大津か） 

・雄略天皇９年の条、河内飛鳥戸
あ す か べ

郡の田辺史伯孫が誉田陵で埴輪の馬と自分の馬を取換えた。 

・古墳の副葬品に馬具の出土が急増する。 

 

③６世紀の河内の馬飼集団の存在 

・継体天皇元年（５０７年）の条、河内馬飼首荒籠（あらこ）が天皇の即位にあたり大いに功

績あり、以後厚く遇されたという記述がある。 

≪コメント≫ 

＊古代河内湖の北岸・東岸から淀川河畔、から生駒山の西麓にかけての一帯には、5世紀 

以降、馬の飼育を業とする朝鮮半島よりの渡来人の集団がいた。 

＊継体天皇に出てくる河内馬飼首荒籠は、淀川の樟葉あたりの馬飼部族の首長であった。 

牧で飼育される膨大な馬匹を支配するとともに、馬の提供を介して築かれた情報網によっ

て継体天皇を背後から支えた。継体天皇が大伴金村から即位を要請されて、親交のあった

河内の馬飼首荒子から諸般の情勢を聴取して、安全を見極めて即位に踏み切ったであろう。

（和田萃氏） 

 

④鸕野讃良皇女と河内国讃良郡鵜野邑 

・この地名は、欽明２３年７月の条 

「新羅の使いが止まって本土に帰らず。河内国の更荒郡鸕野邑の新羅人の先なり」とある。 

・新撰姓氏録によると宇奴連(うぬのむらじ)は、新羅王子「金庭興」の末と称する氏族である。 

 

⑤「四条畷市民俗資料館特別展示」より抜粋 

「讃良郡鵜野村（さららぐんうのむら）は、現在の四条畷市岡山・砂のあたりと比定する。

西へ流れる川は讃良（さんら）川で、周辺に多くの馬飼いの遺跡がある。 

・五世紀以降馬と共に渡来人が到着して牧場を展開したことは、馬飼いの遺跡が示している。 

・大和朝廷と密接な関係を持った馬飼いの里の首長の存在から考えて、「鸕野讃良」はこの土地

で過ごしたと断定して差し支えない」（前掲特別展）。 
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≪四条畷市の関連遺跡≫ 

＊忍岡古墳・・・古墳時代前期前方後円墳 全長８７ｍ 古代河内湖を一望に見渡せる 

河内湖を掌握した豪族の古墳と推定されている。 

＊蔀屋北遺跡・・・古墳時代中期。河内湖に近い渡来人馬飼い集落跡、馬骨一体分が発 

見された。馬を海上輸送したと思われる準構造船の船材、韓式土器、

製塩土器（馬用）が出土。朝鮮半島との交流の玄関口の一つ。 

＊更良岡山古墳群・・・古墳時代後期古墳、周溝付近に馬の頭部が出土、被葬者の馬か？ 

＊大上古墳群・・・古墳時代中・後期古墳、帆立貝型前方後円墳全長４５ｍを含む。渡

来系馬飼い集団の古墳で、朝鮮半島の陶質土器が出土 

＊忍岡駅前遺跡・・・人物（渡来系？の帽子をかぶる）、仔馬の埴輪 

＊奈良井遺跡・・・古墳時代中・後期の大型方形集溝遺跡。馬の祀り場所と思われる。 

多くの馬の首（生贄か？）、人形・馬形、祭祀井戸に多くの桃の種。 

＊讃良郡条里遺跡・・・古墳時代中期。稲作（稲の切株、足跡など）の遺跡 

＊＊＊＊ 

朝鮮半島から玄界灘の荒波を越えて、馬を連れての旅は命がけだった。渡来人は蔀屋北の湖辺で馬

をおろした。次第にそこは多くの人や馬が行き交う賑やかなムラとなっていく。讃良の馬飼い集団は、

陶質土器や韓式系土器を大量に使って祭りを繰返し行っていた。讃良の馬は小型の蒙古系の馬だっ

た。放牧するには広い草地が必要だったが、河内湖から飯盛山に向かう緩やかね傾斜地と東西に流

れる幾筋もの川に流れがこれに適していたと思われる。 

難しい調教を施したり、さらには馬の御者の役割も果たした。馬の交易を通じて、大王家や各地の豪

族との間に多くの接点が生まれたに違いない。 

＊＊＊＊ 

⑤その後の河内の馬飼いについての記述 

・天智７年７月の条には、「多（さわ）に牧を置きて馬を放つ」。 

・天武１２年９月、「倭馬飼造、川内馬飼造らを含む三十八氏に「連」の姓を賜う。 

同年１０月、「娑羅羅馬飼造」、「菟野馬飼造」に「連」の姓を賜う、の記事あり。天武朝の 

「八色の姓」の中に位置づけられている。 

 

⑥讃良の馬飼いの終焉 

・天武１３年４月の条、「およそ政治の要は軍事である。文官、武官みなつとめて武器を使い 

こなし、馬を乗りこなすことを習え」。 

・文武４年３月の条に「諸国に牧地を定め牛馬を放つ」がみられ、全国的な官牧が始まり、

奈良時代には法律で厳しく管理されることとなる。 

 

讃良の地で育った馬は、１５０年にわたって王朝に供給され王権を支えたが、奈良時代には全く姿を消して

しまった。馬の重要性が高まり、国の牧が定められ、法律で厳しく管理されるようになったためであろう。 

（古川 記） 
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四条畷市民俗資料館特別展示 

四条畷の古墳時代 

―王権を支えた馬飼いの里― 
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